
令和６年度災害支援コーディネーター養成研修プログラム（上級プレ） 

【上級プレ研修の対象者・目的】 

対象者 

「中級編」の受講歴を有している方、または本調整会議が掲げる災害支援コーディ

ネーター人材像“中級”相当のスキルを有する者。（社協職員、行政職員、JC会員、NPO

職員等）なお、受講する場合は所属長の推薦書を必要とする。 

目指すところ 

災害ＶＣ等現場での行動、振る舞い、姿勢など現場で求められる実践のあり方、現

場実践に出る前の基礎的知識・技術、心構えを習得する。 

<人材像> 

◆初動の支援において、先遣隊としての役割が果たせると同時に、支援拠点の立ち上

げに関わる支援(体制構築支援・資源調達支援・支援者支援・情報提供等）ができる。 

◆災害ＶＣの運営支援を軸に、社協・行政・ＮＰＯに加え、企業・各種団体・地域支

援者など、多様な団体と協働体制が創れる。 

◆拠点運営において、地元キーパーソンの良き相談相手、チームメンバーと安心でき

る信頼関係を築けることや、外部支援者との窓口役として機能することができる。 

★★★  日  程  ★★★ 
▼2/13（木） 新潟ユニゾンプラザ５階 中研修室 

タイムテーブル テーマ及び担当講師 

10:00～10:05 開会・オリエンテーション 

10:05～10:20 

（15分） 

「上級編“現場実践プレコース”研修のねらい」 

▶講師：李 仁鉄（にいがた災害ボランティアネットワーク理事長） 

【講義】 

10:20～12:00 

（100 分） 

※途中休憩あり 

「先遣隊とは」 

先遣隊に求められる機能や役割、活動内容等について理解します。 

▶講師：李 仁鉄（にいがた災害ボランティアネットワーク理事長） 

【講義】 

12:00～13:00 昼食休憩（60分） 

13:00～15:00 

（120 分） 

 

※途中休憩あり 

「災害ボランティアセンターの立ち上げ」 

被災者支援活動を推進する拠点である災害VCの立ち上げについて、その方法や実際の

手順等について理解します。 

▶講 師：古賀 公浩 （福岡県久留米市社会福祉協議会 生活支援課 課長補佐） 

▶ミニワーク進行：企画運営委員 

【講義＋ミニワーク】 

15:00～15:10 休憩（10分） 

15:10～16:50 

（100 分） 

 

※途中休憩あり 

「被災地支援活動 －SW 班の取り組みから災害時の個別支援を考える－」 

災害VC運営支援や復旧復興に向けた被災者支援活動について、各パネリストの実体験

を踏まえながら、支援者としての役割や活動について理解します。 

▶コーディネーター：李 仁鉄 （にいがた災害ボランティアネットワーク理事長） 

▶パネリスト   ：田中 理絵（新潟市社会福祉協議会 地域福祉係主査） 

          村山 賢 （NPO法人新潟ねっと 代表） 

【パネルディスカッション】 

16:50～17:00 質疑応答・事務局連絡 

※プログラムは一部変更になる場合がございます。 

 


